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生体内で形成されるバイオミネラルには、骨、歯そして尿
路結石などがあります。バイオミネラルに含まれるタンパ
ク質は、その形成過程において重要な役割をもつことが知
られていますが、詳細な機能については分かっていません。
私は、尿路結石から内部構造を維持し作製したサンプルか
ら同時に複数のタンパク質の局在を可視化することに世界
で初めて成功しました。さらに、タンパク質の特異的な分
布を明らかにし、結石形成に関わる機能を解明しました。
本研究を応用することで、生体内のさまざまなバイオミネ
ラルの形成に関わるタンパク質の機能解明を目指します。
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生体内のバイオミネラルに関わるタンパク質の機能解明
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•  有機合成により得られる金属触媒分子とタンパク質の
融合による、人工金属酵素を独自に構築し、それぞれ
の長所を生かした触媒分子、生体機能分子を創出。

• 生体適合性のタンパク質を用いることで、フラスコ内
の反応を生体内で実践し、化学的見地から生命現象へ
アプローチし、創薬等への応用を目指す。

• 低環境負荷合成の実現に向けて、タンパク質反応場に
よる基質特異的かつ立体選択的な精密合成を目指す。
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人工金属触媒とタンパク質の融合による
機能性分子の創出
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